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野口  優（NOGUCHI Yū）＊ 
 
1、居延漢簡発見の歴史 
 簡牘の研究は、20 世紀初頭に始まる。1901 年に、イギリスの探検家オーレル・スタイン
Aurel Stein がタリム盆地南縁の尼雅遺跡から 3-4 世紀の中国晋代の木簡 50 枚を発見し
た。また、同年に、スウェーデンの探検家スウェン・へディン Svein Hedin が幻の湖ロプノ
ール Lop Nur を探す探検の際に、楼蘭遺跡から晋代の木簡百二十枚余りを発見した。これ
が辺境におけるはじめての簡牘の発見である。続いて、1907 年に敦煌一帯の調査を行った
オーレル・スタインが河西回廊に点在する漢代の烽燧遺跡から、七百枚余りの簡牘を発見











出土の約八千枚は 1990 年に釈文が、1994 年に図版が公刊された。関所出土の一万二千枚
は、2011 年年末から釈文・図版が『肩水金関漢簡』として順次公刊され、2015 年 12 月時
点で、全 5 冊中 3 冊が刊行されている。 
 加えて、1999 年～2002 年に三度目のエチナ川流域における漢代遺跡の調査が行われた。
今回は 1972・73 年時点で発掘ができなかった烽燧遺跡を中心に発掘が行われた。その結
果、約七百枚の簡牘が発見された。いわゆる額済納漢簡である。額済納漢簡の釈文と図版
は 2005 年に『額済納漢簡』として公刊されている。 






 2、1930 年発見の居延漢簡研究の苦難 
 1930 年に居延漢簡が発見された後すぐに、北京大学・中央研究院・故宮博物院で簡牘の
解読が開始された。しかし、1930 年代末に勃発した日中戦争により研究は中断を余儀なく

























見後 50 年にしてようやく全ての簡の出土地が判明したのである。 
 また、居延漢簡そのものは、日中戦争の戦禍を避けるため、1937 年に香港に輸送された













                                                  
2 居延漢簡研究の苦難の歴史については、冨谷至『竹簡・木簡が語る中国古代：書記の文化史』（岩波
書店、2003 年）を参照のこと。 
3 考古研究所は、1977 年に社会科学院が設立されて以降、社会科学院に所属する。 
4 居延漢簡の香港・米国への輸送について、邢義田氏の「傅斯年、胡適与居延漢簡的運美及辺台」（同
『地不愛宝：漢代的簡牘』、中華書局、2011 年）を参照のこと。 























 そして、居延漢簡の古文書学的研究にとって極めて重要な研究が 1960 年代末に発表さ

















                                                  






9 森鹿三氏の研究は、『東洋学研究 居延漢簡篇』（同朋舎、1975 年）に集約されている。 










































“Records of Han administration”
1972 居延新簡の発掘
1975 森鹿三『東洋学研究 居延漢簡篇』
1976 文化大革命の終結 労榦『労榦学術論文集甲篇』
1977 社会科学院の設立
1980 考古研究所『居延漢簡甲乙篇』
1982 大庭脩『秦漢法制史の研究』
1989 永田英正『居延漢簡の研究』
1990 『居延新簡：甲渠候官与第四燧』
1991 大庭脩『漢簡研究』
1994 『居延新簡：甲渠候官』
1999 額済納漢簡の発掘
2005 『額済納漢簡』出版
2011 『肩水金関漢簡』出版開始
2015 『漢簡語彙：中国古代木簡辞典』
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